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要
書
類
を
返
送
、
非
課
税
世
帯
と
同
等

の
世
帯
は
申
請
が
必
要
の
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等
で
周
知
に

努
め
、
申
請
を
促
す
。
対
象
は
合
わ
せ

て
６
０
０
０
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
12
月
中
に
初
回
の
振

り
込
み
を
考
え
て
お
り
、
以
降
は
申
請

書
受
領
後
１
カ
月
以
内
に
振
り
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
手
続
き
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

基
本
消
防
団
員
と
機
能
別
消
防
団

員
の
編
成
と
大
規
模
災
害
消
防
団
員
の

編
成
は
。

消
防
団
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
基

本
消
防
団
員
と
し
て
、
消
防
団
本
部
10

人
、
市
職
員
消
防
団
員
20
人
、
各
分
団

全
国
的
に
自
転
車
利
用
者
が
加
害
者
と
な
る
高
額
賠
償
事
例
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
多
機
能
端
末

機
に
お
け
る
各
種
証
明
書
発
行
手
数
料
を
減
額
し
ま
す
。

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

市
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
く
周
知
し
て
い
く
。
市
内
自
転
車
販

売
店
等
で
構
成
さ
れ
る
組
合
加
盟
店
に

対
し
、
県
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
来
店

者
に
配
布
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
協
力
を
求

め
る
。コ

ン
ビ
ニ
等
で
の
発
行
の
み
割
引

自
転
車
事
故
件
数
の
推
移
は
。

岐
阜
県
警
察
が
公
表
し
て
い
る
交

通
事
故
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
29
年
の

自
転
車
事
故
死
傷
者
数
は
43
人
、
令
和

３
年
の
死
傷
者
数
は
15
人
で
、
自
転
車

事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。

周
知
の
方
法
は
。

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役

所
窓
口
で
の
周
知
に
努
め
る
。
ま
た
、

給
付
の
対
象
と
な
る
世
帯
と
給
付

を
受
け
る
た
め
の
方
法
、
対
象
世
帯
の

見
込
み
、
支
給
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。令

和
４
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
、
令
和
４
年
１
月
以
降
に
家
計
が
急

変
し
て
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
同
等
の
事
情
と
な
っ
た
世
帯
が
給

付
対
象
と
な
る
。
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
は
市
か
ら
直
接
案
内
を
送
付
し
、
必

大
規
模
災
害
の
定
義
、
基
準
は
。

震
度
５
強
以
上
の
地
震
等
の
災
害

が
発
生
し
、
被
害
が
広
範
囲
に
及
び
、

避
難
所
開
設
等
が
必
要
な
場
合
及
び
消

防
団
長
と
の
協
議
に
よ
り
出
動
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

羽
島
市
自
転
車
安
全
利
用
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
等
で
の
証
明
書
発
行
手
数
料
が
１
０
０
円
値
引
き
さ

れ
ま
す
。

羽
島
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第
４
回
市
議
会
定
例
会
は
９
月
１
日
招
集
さ
れ
、
９
月
28
日
ま
で
の
28

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の

決
算
認
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
38
件
が
提

出
さ
れ
、
本
会
議
、
委
員
会
、
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
、
同
意
、
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
、
議
案
に
対
す
る
審
議
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

９
月
定
例
会
で
次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

大
規
模
災
害
消
防
団
員
を
新
設
し
ま
す
。

羽
島
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、　　

家
計
へ
の
負
担
が
大
き
い
世
帯
を
対
象
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
自
治
会
加
入
率
の
低
下
等
を
考
慮
し
、

大
規
模
災
害
消
防
団
員
を
新
設
し
、
大
規
模
災
害
時
の
み
活
動
に
従
事
し

ま
す
。

す
る
理
由
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
市
役
所
窓

口
の
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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４
８
３
５
円
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
令
和
３

年
度
末
時
点
の
交
付
率
は
。

令
和
３
年
度
末
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率
は
39
・
５
％
で
あ
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た

事
業
の
内
容
は
。

脳
ト
レ
教
室
や
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

教
室
な
ど
の
教
養
講
座
の
開
催
、
医
師

ま
た
は
看
護
師
に
よ
る
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
部
屋
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
る
。

家
庭
系
ご
み
有
料
化
に
伴
う
可
燃

ご
み
袋
の
手
数
料
、
不
燃
ご
み
袋
の
手

数
料
及
び
粗
大
ご
み
処
理
券
の
手
数
料

の
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
は
。

家
庭
系
可
燃
ご
み
の
処
理
手
数
料

収
入
は
、
１
億
１
０
１
万
２
９
０
０
円
、

家
庭
系
不
燃
ご
み
の
処
理
手
数
料
収
入

は
、
５
６
０
４
万
円
、
粗
大
ご
み
の
処

理
手
数
料
収
入
は
、
８
８
１
万
２
６
０

０
円
で
あ
る
。

桑
原
学
園
が
関
市
と
揖
斐
川
町
で

行
っ
た
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
学
習
の

内
容
は
。

桑
原
学
園
の
５
年
生
は
、
揖
斐
川

町
に
あ
る
水
と
森
の
学
習
館
を
訪
れ
、

森
林
環
境
を
整
え
る
た
め
に
伐
採
さ
れ

た
間
伐
材
を
用
い
て
マ
イ
箸
づ
く
り
や

揖
斐
川
水
源
地
域
の
自
然
観
察
活
動
を

件
の
う
ち
、
９
４
６
件
の
手
続
、
様
式

等
に
つ
い
て
、
押
印
廃
止
等
の
改
正
を

行
い
、
令
和
３
年
12
月
か
ら
施
行
し
て

い
る
。
委
託
料
４
１
２
万
５
０
０
０
円

の
内
容
は
、
例
規
集
か
ら
見
直
し
対
象

と
な
る
規
則
及
び
様
式
の
洗
い
出
し
、

押
印
等
の
見
直
し
基
準
の
作
成
支
援
、

押
印
の
見
直
し
に
係
る
例
規
整
備
等
で

あ
る
。令

和
３
年
度
救
急
車
の
出
動
回
数

と
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
高
規
格
救
急
自

動
車
の
活
用
実
績
は
。

令
和
３
年
度
中
の
救
急
出
動
件
数

は
２
７
６
７
件
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
救
急
自
動
車
の
活
用
実
績
は
、
令
和

４
年
１

月
か
ら

運
用
を

開
始
し
、

３
月
ま

で
で
27

件
で
あ

る
。羽

島
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
で
納
め

ら
れ
た
寄
附
金
額
は
い
く
ら
か
。

令
和
３
年
度
の
寄
附
額
は
、
１
億

１
４
４
４
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
流
出
し
た
市
民

税
は
い
く
ら
か
。

他
団
体
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
影

響
に
よ
る
減
少
額
は
１
億
３
７
７
４
万

の
減
額
に
な
る
か
。

財
政
の
安
定
化
対
策
に
お
け
る
給

与
削
減
の
影
響
と
し
て
、
令
和
３
年
度

の
職
員
人
件
費
に
係
る
給
与
削
減
額
は
、

市
民
病
院
、
消
防
を
含
む
市
全
体
で
１

億
１
６
０
０
万
円
で
１
人
当
た
り
の
給

与
削
減
額
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
の
市
民
病
院
、
消
防
を
含
め
た
職
員

数
７
２
２
人
で
算
出
す
る
と
、
年
間
約

16
万
１
０
０
０
円
と
な
る
。

新
庁
舎
完
成
記
念
式
典
等
業
務
委

託
料
の
主
な
内
容
は
。

主
な
も
の
と
し
て
、
令
和
３
年
10

月
に
挙
行
し
た
新
庁
舎
完
成
記
念
式
典

等
業
務
委
託
費
に
３
７
５
万
６
５
０
０

円
、
同
年
８
月
に
挙
行
し
た
新
庁
舎
定

礎
除
幕
式
の
設
営
に
９
万
８
０
１
０
円
、

中
央
監
視
装
置
の
設
定
業
務
に
55
万
円

で
あ
る
。

押
印
廃
止
の
現
在
の
状
況
と
、
業

務
委
託
の
内
容
は
。

押
印
の
見
直
し
は
、
総
務
課
に
お

い
て
策
定
し
た
押
印
見
直
し
の
判
断
基

準
に
基
づ
き
、
各
担
当
部
局
に
お
い
て
、

見
直
し
対
象
と
な
っ
た
規
則
・
要
綱
等

に
つ
い
て
押
印
の
種
類
、
行
政
手
続
等

の
内
容
に
照
ら
し
、
求
め
る
理
由
、
代

替
手
段
の
有
無
と
い
っ
た
視
点
で
押
印

の
必
要
性
の
再
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
申
請
手
続
き
に
お
け
る
押
印
の

見
直
し
検
討
対
象
と
な
っ
た
１
１
４
１

質
　
疑

の
合
計
団
員
３
０
４
人
、
ま
た
、
機
能

別
消
防
団
員
と
し
て
、
火
災
予
防
啓
発

消
防
団
員
20
人
、
大
規
模
災
害
消
防
団

員
は
66
人
で
、
そ
の
内
訳
は
北
部
方
面

隊
地
区
に
27
人
、
中
部
方
面
隊
地
区
に

26
人
、
南
部
方
面
隊
地
区
に
13
人
と
し

て
お
り
、
基
本
消
防
団
員
、
機
能
別
消

防
団
員
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
４
２
０
人
が
定
数
で
あ
る
。

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
決
算
認
定
案
件
に
つ
い
て
は
予
算

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
ま

し
た
。財

政
の
安
定
化
対
策
で
は
財
政
調

整
基
金
を
令
和
６
年
度
で
13
億
円
確
保

を
目
標
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
決

算
を
受
け
て
の
実
施
状
況
の
評
価
は
。

財
政
調
整
基
金
残
高
の
一
定
水
準

確
保
に
向
け
た
歳
出
削
減
の
一
環
と
し

て
事
務
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
・
交

付
金
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
結
果
令
和
３
年
度
末
で
26
・
９
億

円
と
な
り
、
目
安
と
な
る
水
準
を
確
保

し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
職
員
人
件
費
は
職
員

何
人
に
対
し
て
い
く
ら
の
減
額
を
実
施

し
た
か
。
ま
た
、
１
人
当
た
り
い
く
ら

令
和
３
年
度
決
算
認
定

自動心臓マッサージシステム、
アイソレータを搭載
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委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
花
村

さ
ん
を
新
た
に
選
任
し
た
い
旨
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。

羽
島
市
公
平
委
員
会
委
員
に

　

河
路　

義
隆 

さ
ん 

（
上
中
町
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
河
路

さ
ん
を
再
び
選
任
し
た
い
旨
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し

た
。

羽
島
市
教
育
委
員
会
委
員
に

　

今
枝　

甫 

さ
ん 

（
江
吉
良
町
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
今
枝

さ
ん
を
再
び
任
命
し
た
い
旨
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し

た
。

９
月
定
例
会
で
受
理
し
た
陳
情
・
要

望
は
次
の
３
件
で
す
。

◦	

中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪
の
即

時
停
止
な
ら
び
に
人
権
状
況
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

陳
情

◦	「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」に

関
す
る
陳
情
書

◦	

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
陳
情

　

受
理
し
た
陳
情
・
要
望
は
本
会
議
で

報
告
さ
れ
、
全
議
員
に
陳
情
書
の
写
し

を
配
布
し
ま
し
た
。

行
っ
た
。
７
・
８
年
生
は
、
関
市
に
あ

る
板
取
ス
イ
ス
村
を
訪
れ
、
学
習
展
示

館
を
見
学
し
た
り
、
施
設
の
方
の
講
話

を
聞
い
た
り
す
る
中
で
、
森
林
の
役
割

や
森
林
と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、
同
施

設
に
お
い
て
、
樹
木
の
伐
採
の
見
学
、

樹
木
の
苗
の
植
林
な
ど
の
林
業
体
験
学

習
を
行
っ
た
。

大
豆
の
試
験
栽
培
の
活
動
実
績
は
。

令
和
３
年
度
の
大
豆
の
試
験
栽
培

は
面
積
５
・
17
ｈ
ａ
、
収
穫
量
は
１
万

５
６
０
０
ｋ
ｇ
、
単
収
は
10
ａ
あ
た
り

３
０
１
・
７
ｋ
ｇ
で
、
２
年
度
に
比
べ

約
２
・
６
倍
の
収
量
と
な
っ
た
。
今
後

は
、
販
売
方
法
に
つ
い
て
も
関
係
者
と

検
討
を
行
い
、
特
色
の
あ
る
農
業
作
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

等
に
よ
っ
て
収
入
が
減
っ
た
方
の
保
険

料
の
減
免
に
つ
い
て
、
加
入
者
か
ら
の

相
談
件
数
と
、
そ
の
う
ち
減
免
し
た
の

は
何
件
か
。

相
談
件
数
は
８
件
で
、
そ
の
う
ち

減
免
件
数
は
７
件
で
あ
る
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
医
業

外
収
益
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
る
国
県
か
ら
の

交
付
金
、
補
助
金
額
は
い
く
ら
か
。

令
和
３
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
国
県
か
ら
の

補
助
金
の
額
は
８
億
４
３
５
６
万
１
０

０
０
円
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
累

計
供
用
開
始
面
積
及
び
下
水
道
整
備
率

は
。累

計
の
供
用
開
始
面
積
は
、
１
０

３
２
ｈ
ａ
と
な
り
、
計
画
区
域
面
積
１

５
０
２
ｈ
ａ
に
対
し
、
整
備
率
が
68
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
。

羽
島
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
市
職
員
の
男
性
、
女
性
の
育

児
休
業
取
得
状
況
は
。

消
防
病
院
含
む
市
職
員
全
体
の
男

女
別
の
取
得
率
に
つ
い
て
、
男
性
職
員

は
、
令
和
２
年
度
が
対
象
者
19
人
中
、

取
得
者
３
人
、
３
年
度
が
対
象
者
16
人

中
、
取
得
者
２
人
。
女
性
職
員
は
、
２

年
度
、
３
年
度
と
も
に
、
対
象
者
12
人

中
取
得
者
12
人
と
な
っ
て
い
る
。

羽
島
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
羽
島

市
幼
保
小
連
携
推
進
協
議
会
で
審
議
さ

れ
た
接
続
期
プ
ラ
ン
や
幼
児
教
育
推
進

プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

接
続
期
プ
ラ
ン
は
、
モ
デ
ル
と
な

る
小
学
校
と
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど

も
園
を
指
定
し
て
実
践
し
、
園
と
小
学

条 

例 

改 

正

校
の
連
携
の
仕
方
や
接
続
期
に
お
け
る

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
市
内
全
域
に
広

め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
幼
児

教
育
推
進
プ
ラ
ン
は
、
各
園
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
実
践
し
、
交
流
、
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
り
就
学
前
の
教
育
・

保
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

羽
島
市
水
防
団
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

大
規
模
災
害
水
防
団
員
の
年
齢
、
要
件
、

任
期
は
。

水
防
団
管
下
に
居
住
す
る
も
の
で
、

志
操
堅
固
、
身
体
強
健
な
者
、
年
齢
は

18
歳
以
上
で
市
民
の
信
望
あ
る
者
で
、

任
期
に
つ
い
て
の
定
め
は
な
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に

　

野
田　

陽
子 

さ
ん 

（
足
近
町
）

　

浅
野　

治
夫 

さ
ん 

（
堀
津
町
）

　

岩
田　

博
文 

さ
ん 

（
江
吉
良
町
）

　

加
藤　

直
子 

さ
ん 

（
下
中
町
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
野
田

さ
ん
を
新
た
に
、
浅
野
さ
ん
、
岩
田

さ
ん
、
加
藤
さ
ん
を
再
び
推
薦
し
た

い
旨
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に

同
意
し
ま
し
た
。

羽
島
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に

　

花
村　

崇
裕 
さ
ん 
（
福
寿
町
）

人
事
案
件

陳
情
・
要
望
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【理由】
9/12の自身の一般質問中、事実根拠のない虚偽の発
言をしたため。また、9/13の山田紘治議員の一般質問中、
議長から再三の注意を受けたにもかかわらず、不規則
発言を繰り返し、議事進行に異を唱えるなど円滑なる
議事進行を妨げ、議会の品位を貶めたため。
【発議者】野口佳宏　安井智子　南谷清司
【特別委員会での意見】
◦	根拠不確かな発言は、議場においてふさわしくな
い発言であり、不規則発言を繰り返し、議事を妨
害し、議長の議事進行に異を唱えるなどは、市議
会の品位を貶めるものである。
◦	根拠のない発言と言わざるを得ない裏付けはなく、
議長からすでに退去を命じられ、懲罰には値しない。
◦	規則違反の回数、頻度、態様、弁明の内容から重
度の違反であり、議会として毅然とした対応をす
べきと考える。

【粟津議員の弁明】
一般質問の中で自分が疑問に思っていることを述べ
たものであり、虚偽の発言ではない。山田議員の質問
中の発言は暫時休憩を求めるものであり、不規則発言
とは考えていない。なお、懲罰特別委員会の委員に２
名の動議の発議者がいるのは公正・公平に害する。

【理由】
9/13の自身の一般質問において個人的な質問を行
い、議長から再三の注意を受けたにもかかわらず個
人的な質問を繰り返し、さらには議長の議事進行に
異を唱えるなど円滑なる議事進行を妨げ、議会の品
位を貶めたため。
【発議者】野口佳宏　安井智子　南谷清司
【特別委員会での意見】
◦	議員の発言や行為は、議長の議事進行を著しく妨害
する行為であり、重度の規則違反であると考える。
◦	再三注意を受けたことは事実であるが、議長、副
議長が通告書を出したことで、質問の内容は了解
していると考えられる。
◦	議長の指示に従わないようなことが繰り返されれ
ば、議場の秩序が乱れることになる。一連の行為
は議会の品位を貶めるものである。

【山田議員の弁明】
質問するにあたり、議長ら数人の前で事前に打ち
合わせをして議長から「ごみ処理施設の関連で質問さ
れたらどうか」の指導を得たにもかかわらず、議長
から「一般事務にはあたらない」と質問を止められた。
混乱を止めるため議長に暫時休憩を求めたが取り上
げられず、議事進行を妨げていない。

審議結果：◎…可決　 ×…否決
賛否状況：〇…賛成　 ●…反対　 議…議長のため採決に加わらない　
　　　　　欠…欠席　 棄…棄権　 除…除斥

審
議
結
果

南
谷
清
司

柴
田
喜
朗

粟
津
　
明

毛
利
廣
次

後
藤
國
弘

原
　
一
郎

川
柳
雅
裕

安
井
智
子

野
口
佳
宏

南
谷
佳
寛

豊
島
保
夫

堀
　
隆
和

藤
川
貴
雄

山
田
紘
治

花
村
　
隆

糟
谷
玲
子

星
野
　
明

近
藤
伸
二件　　　名

粟津明君に対する懲罰について（懲罰を科さないこと） × ● ● 除 ● ● ● 棄 ● ● 議 棄 〇 ● 〇 〇 ● 欠 〇
粟津明君に対する懲罰について（懲罰を科すこと） ◎ 〇 〇 除 〇 〇 〇 棄 〇 〇 議 棄 ● 〇 ● ● 〇 欠 ●
粟津明君に対する懲罰について（陳謝の懲罰を科すこと） × 〇 〇 除 〇 〇 ● ● 〇 〇 議 ● ● 〇 ● ● ● 欠 ●
粟津明君に対する懲罰について（戒告の懲罰を科すこと） ◎ ● ● 除 ● ● 〇 〇 ● ● 議 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇
山田紘治君に対する懲罰について（懲罰を科すこと） ◎ 〇 〇 ● 〇 〇 〇 棄 〇 〇 議 棄 ● 〇 除 ● 〇 欠 ●
山田紘治君に対する懲罰について（陳謝の懲罰を科すこと） × 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 議 ● ● 〇 除 ● ● 欠 ●
山田紘治君に対する懲罰について（戒告の懲罰を科すこと） ◎ ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 議 〇 〇 ● 除 〇 〇 欠 〇

懲罰動議を可決
議会における懲罰とは、議場における重大な違反があったとき、議員からの動議に基づき審議され、本会議
での議決により行うものをいいます。今定例会においては、粟津明議員、山田紘治議員に懲罰を求める動議
が提出され、８人で構成される懲罰特別委員会を設置、委員会での審査を経て本会議で懲罰を可決しました。
審議の経過等は以下のとおりです。

懲罰特別委員会
 （◎＝委員長　〇＝副委員長）
◎原　一郎　  〇藤川貴雄　  　南谷清司

毛利廣次　  　川柳雅裕　  　野口佳宏
花村　隆　 　 近藤伸二　  　　　　　

懲罰特別委員会は粟津明議員に対して「懲罰を科すべきではない」、山田紘治議員に対して「陳謝の懲
罰を科すべき」と決定しましたが、委員会結果報告に基づく本会議における討論、採決の結果、粟津明
議員、山田紘治議員に対し「戒告」の懲罰が科されることになりました。

粟津明議員に対する懲罰動議 山田紘治議員に対する懲罰動議

【参考】懲罰の種類
除　名	 	議員の身分を剥奪すること
出席停止	 議会・委員会への出席を停止すること
陳　謝	 	議場にて事犯者が陳謝文を朗読すること
戒　告	 	議場にて議長が戒告文を朗読すること軽

重
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審議結果：◎…可決　 ×…否決
賛否状況：〇…賛成　 ●…反対　 議…議長のため採決に加わらない　
　　　　　欠…欠席　 棄…棄権　 除…除斥

審
議
結
果

南
谷
清
司

柴
田
喜
朗

粟
津
　
明

毛
利
廣
次

後
藤
國
弘

原
　
一
郎

川
柳
雅
裕

安
井
智
子

野
口
佳
宏

南
谷
佳
寛

豊
島
保
夫

堀
　
隆
和

藤
川
貴
雄

山
田
紘
治

花
村
　
隆

糟
谷
玲
子

星
野
　
明

近
藤
伸
二議案番号 件　　　名

認第 1 号 令和3年度羽島市一般会計歳入歳出決算の認定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

認第 2 号 令和3年度羽島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

認第 3 号 令和3年度羽島市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

認第 7 号 令和3年度羽島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

認第10号 令和3年度羽島市下水道事業会計決算の認定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 ● 〇 欠 〇

第4回 （9月） 定例会　議案の審議結果
◎…全会一致で可決　〇…賛成多数で可決　×…賛成少数で否決

議案番号 件　　　名 結果 議案番号 件　　　名 結果

報第  5  号 専決処分の報告について（専第8号　損害賠償の額
を定めることについて） ―

報第  6  号 令和3年度羽島市健全化判断比率の報告について ―

報第  7  号 令和3年度羽島市資金不足比率の報告について ―

報第  8  号 放棄した債権の報告について ―

承第  7  号 専決処分の報告並びにその承認について（専第9号　
令和4年度羽島市一般会計補正予算（第5号）） ◎

諮第  2  号 人権擁護委員の候補者の推薦について ◎

諮第  3  号 人権擁護委員の候補者の推薦について ◎

諮第  4  号 人権擁護委員の候補者の推薦について ◎

諮第  5  号 人権擁護委員の候補者の推薦について ◎

議第 43 号 羽島市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎

議第 44 号 羽島市公平委員会委員の選任について ◎

議第 45 号 羽島市教育委員会委員の任命について ◎

議第 46 号 羽島市附属機関設置条例の一部を改正する条例につ
いて ◎

議第47号 羽島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例について ◎

議第 48 号 羽島市自転車安全利用推進条例の一部を改正する条
例について ◎

議第 49 号 羽島市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す
る条例の一部を改正する条例について ◎

議第 50 号 羽島市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例について ◎

議第 51 号 羽島市水防団設置に関する条例の一部を改正する条
例について ◎

議第 52 号 羽島市非常勤水防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例について ◎

議第 53 号 令和4年度羽島市一般会計補正予算（第6号） ◎

議第 54 号 令和4年度羽島市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号） ◎

議第 55 号 令和4年度羽島市介護保険特別会計補正予算（第1号） ◎

議第 56 号 令和4年度羽島市病院事業会計補正予算（第2号） ◎

議第 57 号 工事請負契約の変更について ◎

議第 58 号 市道路線の変更について ◎

議第 59 号 市道路線の認定について ◎

認第  1  号 令和3年度羽島市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて 〇

認第  2  号 令和3年度羽島市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇

認第  3  号 令和3年度羽島市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 〇

認第  4  号 令和3年度羽島市・羽島郡二町介護認定審査会事業
特別会計歳入歳出決算の認定について ◎

認第  5  号 令和3年度羽島市インター北土地区画整理事業特別
会計歳入歳出決算の認定について ◎

認第  6  号 令和3年度羽島市駅北本郷土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算の認定について ◎

認第  7  号 令和3年度羽島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇

認第  8  号 令和3年度羽島市病院事業会計決算の認定について ◎

認第  9  号 令和3年度羽島市水道事業会計決算の認定について ◎

認第 10 号 令和3年度羽島市下水道事業会計決算の認定について 〇

議第 60 号 羽島市手数料条例の一部を改正する条例について ◎

議第 61 号 令和4年度羽島市一般会計補正予算（第7号） ◎

議員派遣について ◎

議案の賛否一覧
※賛否が分かれたもののみ掲載しています。
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一
般
質
問※一般質問については議員の責任において掲載しております。

　内容等に関するご意見は、直接議員へお尋ねください。

14
議
員
が
市
の
諸
問
題
を
問
う
！

令和4年
9月定例会

安井 智子 議員1 7 ペ
ー
ジ

粟津 　明 議員2 7 ペ
ー
ジ

糟谷 玲子 議員3 8 ペ
ー
ジ

豊島 保夫 議員4 8 ペ
ー
ジ

柴田 喜朗 議員5 8 ペ
ー
ジ

堀 　隆和 議員6 9 ペ
ー
ジ

花村 　隆 議員7 9 ペ
ー
ジ

山田 紘治 議員8 9 ペ
ー
ジ

南谷 清司 議員9 10ページ

原 　一郎 議員10 10ページ

藤川 貴雄 議員11 10ページ

毛利 廣次 議員12 11ページ

川柳 雅裕 議員13 11ページ

近藤 伸二 議員14 11ページ

あわづ　あきら

粟津　明
自民クラブ

やすい　ともこ

安井智子
自民清和会

旧
本
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

３
つ
の
検
証
の
目
的
・
進
捗
状
況
は
。

①
市
の
行
財
政
運
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
財
政
的
な
裏
付
け

に
つ
い
て
検
証
す
る
。
②
建
築
物
と
し
て
の
利
用
価
値

に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
負
担
を
前
提
と
し

た
提
案
募
集
を
行
う
。
③
周
辺
へ
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
望
楼
を
含
む
旧
本
庁
舎
周
辺
へ
の
影
響
、
応
急
措

置
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
業
務
を
進
め
て
い
る
。

方
針
決
定
に
向
け
て
の
市
の
考
え
は
。

市
と
し
て
は
財
政
的
な
不
安
、
建
物
の
安
全
性
の

不
安
や
懸
念
が
な
く
、
利
活
用
の
確
実
な
実
現
性
な
ど

か
ら
、
将
来
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
方
針
決
定
に

あ
た
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
行
政
的
見
地
か
ら
責
任

あ
る
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

粗
大
ご
み
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
検
討
状
況
は
。

直
接
搬
入
以
外
の
排
出
方
法
と
し
て
、
市
が
別
途

収
集
運
搬
料
金
を
も
ら
い
、
自
宅
に
行
っ
て
回
収
す
る

戸
別
収
集
を
行
う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

新
濃
尾
大
橋
に
つ
い
て

新
濃
尾
大
橋
の
完
成
時
期
は
。

２
０
２
０
年
代
半
ば
に
完
成
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

大
藪
大
橋
と
新
濃
尾
大
橋
と
つ
な
が
る
道
路
の
状

況
は
。市

道
桑
原
岐
阜
線
か
ら
東
の
未
着
手
区
間
１
・
６

キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
土
木
事
務
所
長
に
県
事
業
に

よ
る
整
備
を
要
望
し
、
岐
阜
県
に
対
し
早
期
の
事
業
化

と
県
道
昇
格
を
要
望
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
を
考
慮
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
実
施
時
期
、
ま
た
料
金
は
。

粗
大
ご
み
の
収
集
方
法
な
ど
を
検
討
中
で
、
実
施

す
る
時
期
は
未
定
。
手
数
料
額
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
る
。

あ
る
店
の
例
で
は
、
可
燃
ご
み
の
大
き
い
袋
、
45

リ
ッ
ト
ル
は
５
５
０
円
か
ら
６
３
０
円
に
80
円
値
上
が

り
、
手
数
料
を
引
い
た
値
段
で
は
、
不
燃
物
の
小
さ
い

ご
み
袋
で
、
少
し
異
常
な
値
上
が
り
で
あ
る
と
思
う
が
、

値
上
が
り
に
対
す
る
指
導
は
し
な
い
の
か
。

市
指
定
の
ご
み
袋
は
市
が
規
格
を
定
め
、
民
間
業

者
が
製
造
、
流
通
を
行
う
商
品
で
あ
る
。
市
が
価
格
を

是
正
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
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かすや　れいこ

糟谷玲子
公明党

とよしま　やすお

豊島保夫
元気・羽島クラブ

しばた　よしろう

柴田喜朗
市政自民クラブ

防
災
対
策
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
を
分
類
し
、
優
先
度
の
高
い

人
か
ら
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
は
。

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、
作
成
に
あ
た
っ
て

は
膨
大
な
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
な
る
た
め
、

早
期
に
進
め
る
た
め
に
は
、
優
先
度
が
高
い
人
か
ら
作

成
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
民
生

委
員
や
地
域
の
人
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
優
先
度
づ

け
の
考
え
方
を
整
理
、
検
討
し
た
う
え
で
、
優
先
度
を

踏
ま
え
た
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
遊
び
場
︑
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

羽
島
市
南
部
多
目
的
広
場
の
舗
装
が
劣
化
し
危
険

な
状
態
で
あ
る
が
、
改
修
の
考
え
は
。

舗
装
の
劣
化
等
、
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今

後
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
施
設
と
な
る
よ
う
な
改
修
も
視
野
に
含
め
た
、

安
心
安
全
な
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

コ
ス
モ
パ
ー
ク
羽
島
の
周
辺
を
子
供
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
は
。

将
来
的
な
課
題
と
し
て
は
、
市
民
の
森
の
空
間
を
、

法
に
抵
触
し
な
い
形
で
、
活
用
で
き
る
方
策
は
な
い
の

か
、
所
管
で
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
の
中
心
に

お
け
る
緑
の
憩
い
の
場
を
今
後
有
効
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

羽
島
市﹁
食
の
地
産
地
消
推
進
計
画
﹂に
つ
い
て

羽
島
市
特
産
品
の
認
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
レ
ン
コ
ン
、
玉
ね
ぎ
の
３
品
目
で
あ
っ
た
が
、

今
回
新
た
に
認
定
す
る
５
品
目
と
は
。

ハ
ツ
シ
モ
、
藤
九
郎
ぎ
ん
な
ん
、
十
六
さ
さ
げ
、

富
有
柿
、
岐
阜
イ
チ
ゴ
の
５
品
目
で
あ
る
。

羽
島
市
「
ぎ
ふ
地
産
地
消
推
進
の
店
認
定
事
業
」
の

こ
れ
か
ら
の
推
進
計
画
は
。

現
在
、
市
内
の
認
定
店
募
集
の
準
備
中
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
す
る
計
画
で
、
認
定
後
は
、

ぎ
ふ
ー
ど
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
掲
載
し
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、
10
月
か
ら
新
た

な
運
行
委
託
契
約
に
入
る
が
、
現
行
と
の
変
更
点
は
。

南
部
線
の
昼
間
の
運
行
で
、
運
行
事
業
者
が
同
等

の
車
両
を
用
意
し
て
運
行
す
る
委
託
内
容
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
架
装
部
分
の
修
繕
費
用
の
市
の
負
担
が
不

要
と
な
る
。
ま
た
、
人
件
費
、
燃
料
費
の
単
価
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
教
育
に
つ
い
て

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
、
市
内
の
小
学
校
で
は
形

態
は
自
由
と
認
識
し
て
い
る
。
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

現
段
階
で
は
見
直
し
を
図
る
予
定
は
な
い
。

家
庭
系
ご
み
有
料
化
の
検
証
に
つ
い
て

家
庭
系
可
燃
ご
み
の
削
減
の
程
度
は
。

家
庭
系
可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
、
有
料
化
前
の
令

和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
７
月
末
ま
で
が
９
０
０
０

ト
ン
、
令
和
３
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
７
月
末
ま
で
が

７
９
７
５
ト
ン
で
、
有
料
化
前
と
比
較
し
て
１
０
２
５

ト
ン
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

家
庭
系
ご
み
の
処
理
費
用
と
運
搬
費
用
は
。

有
料
化
前
の
令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
７
月

末
ま
で
の
処
理
費
用
は
２
億
６
０
０
０
万
円
、
三
重
県

内
の
処
理
施
設
ま
で
の
運
搬
費
用
は
５
８
４
０
万
円
、

令
和
３
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
７
月
末
ま
で
は
処
理
費

用
は
２
億
３
０
０
０
万
円
、
運
搬
費
用
は
５
１
７
０
万

円
で
、
有
料
化
に
よ
り
ご
み
処
理
費
用
は
３
０
０
０
万

円
、
運
搬
費
用
は
６
７
０
万
円
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

燃
料
価
格
の
影
響
に
つ
い
て
、
ご
み
収
集
運
搬
費

用
な
ど
燃
料
価
格
の
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

世
界
経
済
の
不
確
実
性
が
大
き
く
増
す
中
、
原
油

等
の
国
際
価
格
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
全
般
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。
９
月
定

例
会
補
正
予
算
案
に
お
い
て
も
、
光
熱
水
費
の
追
加
費

用
と
し
て
約
８
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
今

後
も
状
況
を
注
視
し
、
所
要
の
額
を
適
切
に
措
置
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ほり　たかかず

堀　隆和
正統派クラブ

はなむら　たかし

花村　隆
日本共産党
羽島市議団

やまだ　こうじ

山田紘治
自民クラブ

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

旧
本
庁
舎
、「
解
体
」
と
し
て
い
た
も
の
が
、
一
転

「
利
活
用　

民
間
か
ら
の
提
案
募
集
」に
変
わ
っ
た
の
か
。

旧
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
方
法
に
お
い

て
、
民
間
事
業
者
を
事
業
主
体
と
し
た
運
営
、
事
業
費

確
保
の
す
べ
て
を
お
こ
な
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
提
案

募
集
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
間
事
業
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
回
答
の
「
耐

震
指
数
Ｉ
ｓ
値
０
・
９
以
上
必
要
」
や
「
液
状
化
対
策

工
事
は
必
要
」
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
回
答
、
何
を
求
め
て
の
回
答
か
。

今
回
の
民
間
か
ら
の
提
案
募
集
に
つ
い
て
は
、
保

存
活
用
の
可
能
性
を
探
る
目
的
か
ら
行
っ
て
い
る
。

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
羽
島
市
民
病
院
に
つ

い
て桑

原
学
園
で
発
生
し
た
熱
中
症
６
人
の
生
徒
を
病

院
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
状
況
は
。

傷
病
者
ト
リ
ア
ー
ジ
の
結
果
、
中
等
症
２
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
救
急
車
で
大
垣
市
民
病
院
へ
、
軽
症
者
４

人
は
救
急
車
１
台
で
、
松
波
総
合
病
院
へ
搬
送
し
た
。

羽
島
市
民
病
院
へ
の
搬
送
は
な
か
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
基
準
で
搬
送
先
を
決
め
て
い
る
の
か
。

今
回
、
現
場
の
判
断
に
よ
り
、
救
急
車
の
効
率
的

な
運
用
を
鑑
み
、
搬
送
し
た
。

旧
統
一
教
会
と
羽
島
市
に
つ
い
て

旧
統
一
教
会
関
連
団
体
事
業
へ
市
が
後
援
し
た
事

実
は
あ
る
か
。
そ
の
い
き
さ
つ
は
。
市
と
し
て
今
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

旧
統
一
教
会
の
関
連
団
体
事
業
へ
の
後
援
に
つ
い

て
は
、「
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
２
０
２
２
イ
ン
岐
阜
」と
い

う
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
行
っ
た
。
後
援
承
認
の

審
査
に
際
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
を
は
じ
め
、
事

業
内
容
が「
羽
島
市
後
援
等
名
義
使
用
承
認
取
扱
要
綱
」

に
基
づ
き
妥
当
と
判
断
す
る
と
と
も
に
、
岐
阜
県
及
び

県
内
複
数
の
自
治
体
が
後
援
承
認
し
て
い
る
た
め
、
後

援
承
認
を
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
慎
重
に
内
容
を
精

査
し
、
適
正
な
審
査
に
努
め
る
。

市
長
は
関
連
団
体
が
共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
出

席
し
た
り
祝
電
を
送
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

令
和
元
年
６
月
２
日
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た
安
保

岐
阜
大
会
に
出
席
し
、
挨
拶
を
し
て
い
る
。
祝
電
の
送

付
に
つ
い
て
は
、「
家
庭
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」「
岐
阜

ま
ち
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
」「
未
来
創
造
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
１
」な
ど
数
回
の
行
事
に
対
し
て
送
付
し

て
い
る
。
今
後
の
行
事
等
へ
の
案
内
、
依
頼
な
ど
に
つ

い
て
は
、
相
手
方
団
体
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
人
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
は
で
き
な
い
旨
申
し

入
れ
を
す
で
に
行
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
に
つ
い
て

新
庁
舎
に
対
し
て
の
建
設
費
の
総
額
は
。

新
庁
舎
建
設
に
係
る
事
業
費
の
合
計
額
は
、
56
億

４
１
０
３
万
３
４
５
４
円
と
な
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
ど
う
削
減
す
る

の
か
。
ト
ー
タ
ル
的
に
機
能
検
証
し
、
公
表
し
て
は
。

新
庁
舎
に
お
い
て
は
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

等
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
調
査
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
な
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

今
後
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
比
較

方
法
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
庁
舎
の
公
募
に
つ
い
て

公
募
受
け
入
れ
の
耐
震
基
準
に
つ
い
て
第
３
回
旧

庁
舎
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
資
料
の
中
に
、
旧
庁
舎
を

活
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
一
般
公
共
建
築
物
に
適
用
さ
れ
る
耐
震
強
度

（
Ｉ
ｓ
値
）
０
・
６
を
確
保
す
る
と
の
見
解
は
。

市
と
し
て
は
Ｉ
ｓ
値
０
・
９
以
上
が
望
ま
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
提
案
事
業
者
が
示
さ
れ
た

Ｉ
ｓ
値
が
０
・
９
未
満
の
場
合
に
は
、
提
案
者
の
考
え

を
聞
い
た
上
で
、
内
容
を
精
査
し
、
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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みなたに　きよし

南谷清司
自民清和会

はら　いちろう

原　一郎
公明党

ふじかわ　たかお

藤川貴雄
自民清和会

将
来
の
学
校
教
育
の
在
り
方
検
討
会
議
に
つ
い
て

学
校
関
係
者
で
も
校
長
と
中
堅
教
員
で
は
課
題
意

識
が
異
な
る
。
学
校
外
か
ら
見
え
に
く
い
部
分
に
こ
そ

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
委
員
選
任
の
配
慮
や
学
校
現
場

の
課
題
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
方
法
は
。

教
員
も
委
員
に
加
え
多
様
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
実
際
の
教
育
活
動
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
夏
休
み
秋
休
み
の
見
直
し
に
つ
い
て

羽
島
市
立
小
中
学
校
の
夏
休
み
は
県
内
岐
阜
西
濃

地
区
で
は
特
に
短
く
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
を
導
入
し
て

い
る
の
は
羽
島
市
と
羽
島
郡
二
町
だ
け
。
夏
休
み
と
秋

休
み
の
現
状
に
つ
い
て
教
育
委
員
の
感
想
は
。

「
暑
い
中
で
の
登
下
校
が
心
配
で
あ
り
、
授
業
時

間
数
確
保
を
前
提
に
夏
休
み
を
延
長
す
る
の
も
や
む
を

得
な
い
」「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
仕
事
を
休
め

な
い
保
護
者
が
お
り
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
」な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
で
も
あ
る
平
日
の
秋
休
み
を
授

業
日
と
し
、
夏
休
み
を
長
く
し
て
は
ど
う
か
。

夏
休
み
を
延
長
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
学
校
か
ら

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
夏
休
み
中
の
部
活
動
、

学
校
か
ら
の
意
見
、
授
業
時
間
数
確
保
の
状
況
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

水
道
施
設
の
維
持
管
理
つ
い
て

将
来
に
わ
た
る
効
率
的
、
効
果
的
な
水
道
管
路
劣

化
対
策
と
し
て
、
人
工
衛
星
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最
新

技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
所
見
は
。

市
の
多
く
の
水
道
施
設
は
、
高
度
成
長
期
に
整
備

し
て
お
り
、
今
後
は
耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と
で
更
新

事
業
が
増
加
す
る
。
さ
ら
に
給
水
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
よ
り
効
率
的
な
水
道
施
設
の
更
新
及
び
維
持
管
理

が
必
要
と
な
る
た
め
、
人
工
衛
星
を
活
用
し
た
漏
水
調

査
を
含
め
、
市
の
地
域
特
性
に
適
し
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
漏
水
検
知
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

ア
イ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

加
齢
に
伴
う
目
の
機
能
低
下
を
表
す「
ア
イ
フ
レ
イ

ル
」。
ア
イ
フ
レ
イ
ル
を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
適
切

な
予
防
や
治
療
が
可
能
と
な
る
。
周
知
啓
発
の
考
え
は
。

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
ア
イ
フ
レ
イ
ル
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
日
本

眼
科
啓
発
会
議
ア
イ
フ
レ
イ
ル
啓
発
公
式
サ
イ
ト
の
ア

イ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
に

よ
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
、
視
機
能

の
衰
え
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

公
共
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

公
共
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
策
と
し
て
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
や

課
題
な
ど
、
検
証
結
果
は
。

社
会
実
験
で
行
っ
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

９
割
を
超
え
る
人
か
ら「
満
足
・
や
や
満
足
」、
ま
た
、

８
割
を
超
え
る
人
か
ら「
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」と
の

評
価
が
あ
り
、「
出
店
数
や
商
材
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

「
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
」「
平
日
の
集
客
力
向
上
」な

ど
の
課
題
や
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。

社
会
実
験
の
結
果
、
公
園
を
活
用
し
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
導
入
は
、
公
園
の
活
性
化
や
利
便
性
の
向
上
に

寄
与
す
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
判
断
し
て
い
る
。

産
学
官
連
携
に
つ
い
て

同
志
社
大
学
文
化
遺
産
情
報
科
学
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て
、
協
定
の
内
容
は
。

内
容
に
つ
い
て
、
①
Ｖ
Ｒ
を
用
い
た
バ
ー
チ
ャ
ル

の
学
習
や
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
②
大
学
が
保
有
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び
ア
プ
リ
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
３
次
元
計
測
な
ど
の
学
習
に
関
す
る
こ
と
、

③
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
歴
史
・
文
化
遺
産
の
魅
力

に
つ
い
て
の
学
習
に
関
す
る
こ
と
、
④
メ
タ
バ
ー
ス
を

活
用
し
た
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
４
点
を
柱
と

し
て
い
る
。
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かわやなぎ  まさひろ

川柳雅裕
元気・羽島クラブ

こんどう　しんじ

近藤伸二
自民クラブ

もうり　ひろつぐ

毛利廣次
市政自民クラブ

羽
島
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て

市
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
、
羽
島

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
作
成
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
取
り
組
む
た
め
、

短
期
目
標
で
あ
る
２
０
２
５
年
度
で
は
、
32
％
削
減
す

る
目
標
に
な
っ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

状
況
に
つ
い
て
、
実
績
と
今
後
の
目
標
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
は
、
年
々
増
加

傾
向
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
敷

地
内
に
新
た
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
を
設
置
す

る
人
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
る
。
９
月
定
例
会
に
提
出
の
補
正
予
算
案
の
中

に
は
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
３
施
設
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計
費
等
を
計

上
し
て
い
る
。

国
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
移

行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
と
し
て
、
新
規
事
業
と
し
て

２
０
０
億
円
計
上
し
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

住
民
な
ど
の
需
要
家
と
の
合
意
形
成
や
地
元
企
業

や
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
体
制
、
事
業
性
、
資
金
確
保

の
見
通
し
な
ど
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
市
で
は
、

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
羽
島
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
脱
炭
素

化
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
現
状
で
は

先
行
地
域
に
応
募
す
る
考
え
は
な
い
。

市
民
か
ら
親
し
ま
れ
︑
利
用
し
や
す
く
︑
よ
り

安
全
な
庁
舎
や
病
院
に
向
け
て

新
庁
舎
が
開
庁
し
１
年
を
迎
え
る
。
庁
舎
関
連
の

質
問
を
繰
り
返
し
て
い
る
せ
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が

私
に
届
く
。
新
庁
舎
玄
関
付
近
の
免
震
構
造
に
よ
る
隙

間
、
溝
対
策
と
し
て
免
震
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ

ン
ト
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
と
建
築
の
専
門
家
か

ら
聞
い
た
が
、
対
策
は
。

免
震
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
設
置
に
つ

い
て
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
採
用
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
落
下
防
止
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
民
病
院
の
診
療
棟
の
玄
関
前
は
人
や
車
、
バ
ス

の
客
が
集
ま
る
。
歩
行
者
の
安
全
対
策
は
。

停
止
位
置
を
示
す
案
内
看
板
を
設
置
し
、
ス
ロ
ー

プ
路
面
に
停
止
線
と
矢
印
を
表
示
し
た
。

気
候
変
動
や
多
発
す
る
猛
暑
に
備
え
た
熱
中
症

予
防
対
策
に
つ
い
て

近
年
、
国
内
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
者
は
連

続
１
０
０
０
人
を
超
え
、
数
万
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
る
。
最
高
気
温
の
記
録
更
新
も
相
次
ぎ
、
気
候
変
動

に
よ
る
温
暖
化
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
夏
の
暑
さ
は

も
は
や
「
高
温
災
害
」
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

熱
中
症
対
策
行
動
計
画
は
な
い
が
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
啓
発
し
て
い
る
。

消
防
署
職
員
に
つ
い
て

消
防
職
員
の
定
数
、
職
員
数
、
採
用
予
定
は
。

定
数
は
88
人
、
職
員
数
は
81
人
、
令
和
５
年
度
の

採
用
予
定
人
数
は
若
干
名
。

勤
務
実
態
に
つ
い
て
は
。

消
防
署
に
は
勤
務
者
12
人
以
上
、
北
分
署
、
南
分

署
に
は
勤
務
者
４
人
を
配
置
し
、
消
防
隊
、
救
急
隊
を

運
用
し
て
い
る
。
分
署
に
お
い
て
は
、
４
人
勤
務
と
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
等
の
突
発
的
な
欠
員
に
対
応
す
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
３
人
勤
務
も
認
め
て
い
る
。

救
急
対
応
、
火
災
対
応
は
。

災
害
対
応
は
、「
羽
島
市
消
防
本
部
出
動
計
画
」に

基
づ
き
、
災
害
の
規
模
に
応
じ
て
部
隊
を
出
場
さ
せ
消

防
部
隊
の
合
理
的
な
運
用
を
図
っ
て
い
る
。
災
害
の
状

況
に
応
じ
て
そ
の
都
度
、
消
防
力
の
増
強
を
図
り
、
業

務
の
遂
行
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

自
己
都
合
退
職
し
な
い
よ
う
今
後
の
取
り
組
み
は
。

消
防
長
に
就
任
し
た
と
き
、
職
員
に
対
し
10
項
目
、

特
に「
消
防
行
政
に
携
わ
る
公
務
員
と
し
て
、
常
に
人

権
を
尊
重
し
た
行
動
を
す
る
こ
と
」「
市
民
に
信
頼
さ

れ
、
愛
さ
れ
る
羽
島
消
防
と
な
る
よ
う
、
職
員
同
士
が

信
頼
し
あ
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
」の
２
点
に
つ
い
て

強
く
お
願
い
し
た
。
管
理
職
に
は
職
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け
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を
聞
く
よ
う
指
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て
い
る
。
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会場：羽島市民会館   第1会議室
申込先：議会事務局
TEL: 058-392-1111（内線2412）   FAX: 058-391-1733
E-mail: gikai@city.hashima.lg.jp

参加ご希望の方は申し込みフォーム（QRコード）から
申し込むか議会事務局までお問い合わせください。
市内在住、在勤、在学どなたでも参加いただけます。

発行：羽島市議会
　　　〒501-6292  羽島市竹鼻町55　TEL （392）1111　FAX （391）1733　https://www.city.hashima.lg.jp
編集：広報広聴委員会

この議会だよりは、植物油インキを使用しています。

羽島市議会議員と意見交換しませんか

羽島市の公共交通について
～私たちの「足」について考える～

意見交換会参加申込書
氏　名 年　齢 代

住　所 □ 市内（　　　　　　　町）　　□ 市外　

連絡先

申込みいただいた皆様の個人情報は意見交換会の運営に関する範囲で利用させていただきます。

参加費無料（定員20人程）

き り と り

11/19土
受付 13：00～
開始 13：30～

聴覚に障がいのある方も議会を傍聴していただけます。
手話通訳者の派遣をご希望の方は、傍聴希望日の７日前までに議会事務局にお申し込みください。
また、音が聞き取りにくい方へFM受信機とヘッドホンを貸し出します。

LIVE中継
インターネットでLIVE中継が
ご覧いただけます。
https://smart.
discussvision.net/
smart/tenant/
hashima2/WebView/
rd/council.html

羽島市議会
公式Facebookページ

はしま議会だよりを
アプリで配信

会議録検索
市議会の会議録を検索・閲覧
できます。
https://ssp.kaigiroku.
net/tenant/hashima/
pg/index.html

録画中継
インターネットで本会議の
録画中継を実施しています。
https://smart.
discussvision.net/
smart/tenant/
hashima/WebView/rd/
council.html

市議会を傍聴しましょう 次回の定例会は、11月30日㈬ 午前10時開会の予定です。
※新型コロナウイルス感染症の発生状況により傍聴を制限する可能性がありますので、あらかじめご了承ください。

テーマ

【申込期限：11月11日（金）】

羽島市議会意見交換会


